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永
年
勤
続
表
彰
受
賞
者

　

✽
三
〇
年
以
上

総
務
企
画
部 
技 
藤
原
将
勉

総
務
企
画
部 

技 
大
﨑
景
悟

計
画
保
全
部 

技 

戸
島
勝
文

森
林
整
備
部 

技 

橋
口
福
男

森
林
整
備
部 

技 

下
岡　

豊

森
林
整
備
部 

技 

渡
辺
督
巳

徳
島
署　
　

 

技 

森　

裕
一

愛
媛
署　
　

 

技 

武
内
慈
明

　
　
　
　
　

 

技 

坂
本
伸
一
郎

四
万
十
署　

 

技 

坂
本
行
規

嶺
北
署　
　

 

技 

増
原
俊
光

　
　
　
　
　

 

技 

上
岡
徹
也

　
　
　
　
　

 

技 

江
入
力
男

高
知
中
部
署 

技 

鷹
野
孝
司

　

✽
二
〇
年
以
上

総
務
企
画
部 

技 

帆
足
忠
広

計
画
保
全
部 

技 

増
田
尚
一

計
画
保
全
部 

技 

稲
澤
る
み

香
川
所　
　

 

技 

山
﨑
賢
一

愛
媛
署　
　

 

技 

松
本
純
司

 

森
林
の
大
切
な
働
き
や

校
庭
の
樹
木
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

六
月
二
〇
日
、
高
知
県
宿
毛

市
立
小
筑
紫
小
学
校
の
五
年

生
二
〇
名
を
対
象
に
、
森
林
の

働
き
や
校
庭
の
樹
木
学
習
と

樹
名
板
の
作
製
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
学
校
で
の
森
林
教
室

は
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
実

施
で
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
森
林
の
大
切

な
働
き
で
あ
る
「
水
を
蓄
え
る

働
き
」
「
土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
働

き
」
「
地
球
の
環
境
を
守
る
働

き
」
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ

の
後
、
技
術
普
及
課
作
製
の
下

敷
き
「
い
ろ
い
ろ
な
木
と
葉
っ

ぱ
」
を
使
用
し
、
広
葉
樹
と
針

葉
樹
の
違
い
や
単
葉
と
複
葉
の

特
徴
、
葉
の
つ
き
方
な
ど
基
礎

知
識
を
学
ん
だ
後
、
校
庭
に
出

て
、
学
校
に
植
え
ら
れ
て
い
る

約
三
〇
種
類
の
樹
木
に
つ
い

て
、
葉
や
花
を
見
た
り
葉
に
触

れ
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹

木
の
名
前
や
特
徴
を
二
班
に
分

か
れ
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ヒ
ノ
キ
の
輪
切
り
材
に
、

ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
和
名
と
科

名
を
書
き
、
余
白
に
は
、
思
い

思
い
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
、

樹
名
板
を
完
成
さ
せ
、
後
日
そ

れ
ぞ
れ
の
樹
木
に
取
り
付
け
ま

し
た
。

　

今
後
、
七
月
に
「
空
飛
ぶ
種

子
」
二
学
期
に
は
、
「
森
林
土

壌
の
仕
組
み
や
働
き
等
」
の
学

習
や
「
八
面
山
登
山
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

四
万
十
署　

 

技 

岡
本
英
典

　
　
　
　
　

 

技 

相
田
弘
道

嶺
北
署　
　

 

技 

西
村
知
己

高
知
中
部
署 

事 

片
岡
誠
人

　
　
　
　
　

 

事 

中
尾
佳
代

安
芸
署　
　

 

技 

髙
岡
英
司

林
野
庁
共
済
組
合

　

✽
三
〇
年
以
上

総
務
企
画
部
（
共
済
職
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
義
浩

職
員
永
年
勤
続
表
彰

校
庭
の
樹
木
学
習

完
成
し
た
樹
名
板
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森
林
や
樹
木
の
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
西
小

学
校
の
四
年
生
は
、
毎
年
度
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
利
用

し
て
森
林
や
樹
木
の
学
習
を
年

間
を
通
し
て
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
も
二
一
名
の
生
徒
を
対

象
に
六
月
二
六
日
に
「
校
庭
の

樹
木
」
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
主

な
業
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
教
室
で
技
術
普
及

課
が
作
製
し
た
下
敷
き
「
い
ろ

い
ろ
な
木
と
葉
っ
ぱ
」
を
使
用

し
、
広
葉
樹
と
針
葉
樹
の
違
い

や
単
葉
と
複
葉
の
特
徴
、
葉
の

つ
き
方
な
ど
基
礎
知
識
を
学
ん

だ
後
、
校
庭
に
出
て
、
学
校
に

植
え
ら
れ
て
い
る
約
三
〇
種
類

の
樹
木
に
つ
い
て
、
葉
や
花
を

見
た
り
葉
に
触
れ
た
り
臭
い
を

嗅
い
だ
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

樹
木
の
名
前
や
特
徴
を
二
班
に

分
か
れ
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ヒ
ノ
キ
の
輪
切
り
材
に
、

ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
で
和
名
と
科

名
を
書
き
、
余
白
に
は
、
思
い

思
い
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
、

樹
名
板
を
完
成
さ
せ
、
後
日
そ

れ
ぞ
れ
の
樹
木
に
取
り
付
け
ま

し
た
。

　

今
後
、
七
月
に
「
空
飛
ぶ
種

子
」
二
学
期
に
は
、
「
森
林
土

壌
の
仕
組
み
や
働
き
等
」
「
八

面
山
登
山
」
「
炭
」
に
つ
い
て

学
習
す
る
予
定
で
す
。

三
校
で
「
空
飛
ぶ
種
子
」

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

六
月
二
四
日
、
高
知
県
土
佐

清
水
市
立
清
水
小
学
校
の
五
年

生
五
二
名
、
七
月
一
日
に
宿
毛

市
立
小
筑
紫
小
学
校
の
五
年
生

二
〇
名
、
七
月
一
一
日
に
は
、

愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
西
小
学

校
四
年
生
二
一
名
を
対
象
に
、

森
林
教
室
「
空
飛
ぶ
種
子
」
を

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
植
物
が
ど
の
よ
う
な

方
法
を
使
っ
て
種
子
を
散
布
す

る
の
か
を
学
習
し
ま
す
。

　

風
を
使
っ
て
飛
ば
す
植
物
、

動
物
に
実
を
食
べ
さ
せ
た
り
、

種
子
を
付
着
さ
せ
た
り
す
る
植

物
、
水
に
浮
い
た
り
漂
わ
せ
た

り
す
る
植
物
、
さ
や
が
は
じ
け

た
り
ド
ン
グ
リ
の
よ
う
に
転
が

し
た
り
す
る
植
物
な
ど
、
植
物

が
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
種
子
を

散
布
す
る
こ
と
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
マ
ツ
」
や
「
テ
イ

カ
カ
ズ
ラ
」
の
種
子
は
、
実
物

と
風
洞
実
験
装
置
を
使
っ
て
く

る
く
る
と
回
り
な
が
ら
飛
ぶ
様

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
通
し
て

森
林
や
自
然
へ
の
興
味
や
関
心

が
増
し
、
森
林
の
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

葉
っ
ぱ
の
臭
い
で
特
徴
を
学
習

完
成
し
た
樹
名
板

清水小学校・種子の模型を作製中

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
通
し
て

森
林
や
自
然
へ
の
興
味
や
関
心

が
増
し
、
森
林
の
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。



	 グリーン四国	 №1132	 2014（H26）７月号

― 7 ―

子
を
観
察
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
翼
を
持
つ
種
子
「
ア

ル
ソ
ミ
ト
ラ
」
（
東
南
ア
ジ
ア

産
の
ウ
リ
科
の
植
物
）
が
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
ふ
わ
ふ

わ
と
飛
ぶ
様
子
に
は
、「
オ
ー
」

と
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」

や
「
マ
ツ
」
、「
ニ
ワ
ウ
ル
シ
」「
ラ

ワ
ン
」
の
種
子
の
模
型
を
色
紙

や
ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
等
を
使
っ

て
作
り
ま
し
た
。

　

ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
で
作
っ
た

ラ
ワ
ン
の
種
子
模
型
を
輪
ゴ
ム

で
飛
ば
す
と
体
育
館
の
天
井
近

く
ま
で
上
が
り
、
く
る
く
る
と

回
り
な
が
ら
落
ち
て
く
る
様
子

に
「
お
も
し
ろ
い
」
と
何
度
も

飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
を
通
じ
て
、
植

物
や
自
然
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

 

全
校
生
徒
に

木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

七
月
七
日
、
高
知
県
土
佐
清

水
市
立
中
浜
小
学
校
で
本
年
度

二
回
目
の
全
校
生
徒
二
五
名
を

対
象
に
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
に

入
る
前
に
、
「
木
材
の
特
徴
」

と
題
し
て
、
「
大
昔
か
ら
木
は

生
活
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て

き
た
こ
と
。
」
、
「
木
は
方
向
に

よ
っ
て
強
さ
に
違
い
が
あ
る
こ

と
。
」
、
「
木
は
そ
の
特
徴
を
生

か
し
い
ろ
い
ろ
な
物
に
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
。
」
な
ど
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
等
を
使
っ
て
学
習
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ミ

ズ
メ
等
の
小
枝
な
ど
を
使
っ

て
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

は
、
事
前
に
各
パ
ー
ツ
に
加
工

し
た
も
の
を
使
っ
て
『
コ
ロ
コ

ロ
ゲ
ー
ム
』
や
『
チ
ョ
ウ
と
テ

ン
ト
ウ
ム
シ
』
等
を
作
製
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
四
～
六
年
生
は
、
各

自
の
想
像
力
を
生
か
し
、
鋸
や

ナ
イ
フ
を
使
い
小
枝
等
を
加
工

し
て
世
界
で
一
つ
だ
け
の
作
品

を
作
製
し
ま
し
た
。

　

大
半
の
子
ど
も
は
、
鋸
を
あ

ま
り
使
用
し
た
事
が
無
く
、
最

小
筑
紫
小
学
校
・
風
洞
実
験
中

松
野
西
小
学
校
・
種
子
の
模
型

を
作
製
中

初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

鋸
を
引
く
時
の
力
加
減
な
ど
を

教
え
る
と
す
ぐ
に
覚
え
、
次
々

と
太
さ
が
違
う
小
枝
を
一
定
の

幅
に
切
り
揃
え
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
子
も
真
剣
な
表
情
で
取

り
組
み
、
完
成
し
た
作
品
を
見

せ
合
っ
て
、
満
足
そ
う
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

低
学
年
の
作
製
の
様
子

高
学
年
の
作
製
の
様
子
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「
森
林
の
大
切
な

     
働
き
」
を
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

七
月
八
日
、
愛
媛
県
松
野
町

立
松
野
東
小
学
校
の
五
・
六
年

生
一
二
名
を
対
象
に
、
森
林
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
「
森
林
の
大
切
な

働
き
」
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
用
し
、
森
林
に

は
「
水
を
蓄
え
る
」
、
「
山
崩
れ

を
防
ぐ
」
、
「
快
適
な
環
境
を
作

る
」
、
「
地
球
の
環
境
を
守
る
」

な
ど
七
つ
の
働
き
が
あ
る
こ
と

を
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
技

術
普
及
課
作
製
の
下
敷
「
森
林

の
大
切
な
働
き
」
を
生
徒
に
配

布
し
、
森
林
の
七
つ
の
働
き
を

理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
あ
ら
か
じ
め
児
童

が
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
や
興

味
を
持
っ
て
い
る
中
か
ら
考
え

た
質
問
「
森
林
資
源
の
有
効
活

用
」
「
人
工
林
と
天
然
林
の
違

い
」
な
ど
一
五
問
に
つ
い
て
回

答
し
、
森
林
の
木
材
と
し
て
の

利
用
価
値
等
に
つ
い
て
、
知
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
九
月
下
旬
に
全
校
児

童
に
よ
る
「
三
本
杭
登
山
」
を

実
施
す
る
予
定
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
を
通
し
て
森
林
や
自

然
、
林
業
な
ど
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
の
森

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

六
月
二
九
日
、
徳
島
県
と
高

知
県
境
に
位
置
す
る
三
嶺
国

有
林
三
六
林
班
イ
小
班
内
の
オ

オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
群
生
地
に
お
い

て
、
三
好
市
、
剣
山
ク
ラ
ブ
及

び
三
好
山
歩
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
防
鹿
ネ
ッ
ト
補

修
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
箇
所
は
、
徳
島
県
の
絶
滅

危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
が
群
生
し
て

お
り
、
四
国
最
大
級
の
群
生
地

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

二
四
年
度
に
は
、
三
好
市
の
天

然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

早
朝
か
ら
約
三
時
間
を
か
け

登
山
し
た
総
勢
二
八
名
の
参
加

者
は
疲
れ
も
見
せ
ず
、
木
製
看

板
な
ど
標
識
類
の
設
置
、
ネ
ッ

ト
の
点
検
補
修
の
二
班
に
分
か

れ
て
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
梅
雨
の
中
休
み
で
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
賑
や
か
に
作
業
は
進
め
ら

れ
、
三
時
間
ほ
ど
で
初
期
の
作

業
を
終
え
ま
し
た
。

　

剣
山
周
辺
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
食
害
が
著
し
く
、
下
草
は

も
と
よ
り
樹
皮
剥
ぎ
被
害
も
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
に
よ

り
、
登
山
者
の
皆
様
に
は
林
内

の
散
策
な
ど
が
制
限
さ
れ
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
貴
重
な
植
生
を

残
す
た
め
に
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後

も
三
好
市
と
連
携
・
協
力
し
、

作
業
を
継
続
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

森
林
の
大
切
な
働
き

ボランティア参加者の皆様 防鹿ネット補修作業

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ


